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テナント募集中ノ.

当所会館の地階のテナソ

トが、一部九モ室になってお

りますので、奈良市に所在

する、公共機関協同組合

並びに商工業に関係する方

で、奈良商工会議所が、適

当と認めた方に使用してい

ただきたいと現在募集致し

ております。

テナソトについて詳しく

峡奈良市登大路町三六番

地の二(奈良商工会議笹

二六1六二三一)へお問合

せ下さい。
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去る五月十一日の日腿H、正午頃まで賑わっていた店内が、午後一時前になると各階とも船客様の姿が見

えなくなり、鯨内は店員ばかりのガラガラ状態となりました。 .Ⅱ
一

丁度この日は、英国のエリザベス女王が近鉄特急で京都から,諭へ向われる予定だったので、皆さんが西

志駅まで歓迎に行かれたんだと思い駅に行ってみますと、案の定、ホームは溢れるぱかりの人でとて、入

れませんし、線路の両側にも人垣が統いていました。仕方なく私も線路の傍で船見送りしました。

女王が通過されると、これらの人々がど0と当店に繰り込まれ、エスカレータは大混雑するし会は忽ち 一

」
一

満席となるような右様で、女王の人気の凄さをまさに目の当りに見た汰第でt。な船蛇足ながら、このΠの冒

空げはその前後の品日に較べ約二割程多いという川劣ぬ念も受けたことを付記しておきます。

それにしても、女王(クィーソ)だからこそ行ったけれど、キソグ(男王)だったら行かなかったかも、

と思「ているのは私一人ではありますまい。U
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第一章安定成嘉涜への移行と中小<張

第え中小傘の響力の奏

第=系中小企業を取り巻く環境との認利

第四章安定成長経涜と小規希柴

むすび安定成長経済へのホ小璽の適応と発展

第三部昭和四十九年度において中小企業に関して

講じた施策

動向細

ユ

一

二

、

一

1 」
'

2

近鉄百貨店奈良店長

前田禹夫

黒昭和五十年度において誥じようとする巾小

傘施策

第一部については、最近の中小傘の経法動向を明

らかにしております。また第二部について若需明し

ますと、第一章は、

我が国経洗が高度儷から安定成長へ移行するとと

を示唆し、従来からの課題である格差の問題の背景と

その解決の方向を述べるとともに、新たな産業榊造下

に粘ける中小傘の存立分野をより具体的に検討し、

最後に高度成長から安定成長へ移行するに伴い、仙ん

の中小企業に、器される経益念の張がどのような

ものであるかを整理しています。

第子章では、今後-ーニ年の中期器期開を絲て、

安定経務成長への移行が予想される中で、小小傘の

今後の経営力の充実の方向について次のような視卓
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中小企菜白書は、中小企業基本法に基つき、政府が

鯨年中小傘の動向及び中小企誓関し講じた政策と

壱ようとする施策を明らかにするため国会に提出さ

れるもので、今回は第十二回目の忠にあたります。

四十九年度中小企業内書の構成は次のようになって

います。
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分しています。

①中小企誓環境変化に対する認誓経営力蚕の

心要性の孫

②経営活動の効率化と知的経営にょる対応

③中小企業の省系・名エネルギー化の推進のあり

方
④巾小傘の安定的発展への第一の鍵としての技術

力の向上

⑤第二の鍵としての人的能力の豐・甑と勤労者

雜
⑥産需造の変化に語する中小傘の鷲誘と

しての新たな分野へのシフト(事業転換)

第三章に濁いては、今後の経謙境の変化に対して

より広噐にわたって適切な対応が要四れて船り、

このような問顎、纖の下に

①に小傘の国内他傘とのかかわりを、④共同化

@システム化⑧語関係及び②中小傘の競

争状謬の側面から分析する。

〆
'

ス

②中小傘の経営活動を、国際的な視野の下にとら

え、④中小企業の輪出入拙造及び@国俗棄活

動の展開について分析する。

③中小企業の聖活動と国民生活の関係を④地域経

済の中に発ける中小企業の役製び@物価安定へ

の中小企業の街の面から分析しています。

第四章で峡小規模企業の今後の役割について、

①小規模傘の地位の分析と、家族条者の有無と

いう視点から階層別にその実態を明らかにする。

②小規擬造誓ついては地域的な視点から、小規

模小売誓ついては立地条件的なかかわり合L1

注目しつつ実態の解明

③今後安定成長経済下に船いて、小規模企条配感

すべき響のあり方、望まれる施策の方向を探っ

ている

むすびでは、以上の各章の分析をふまえ、安定成長

経済への中小傘の讓と発展について珍していま

す。
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七月二十日の繋を目前にして、今、沖曾際海洋

W会の会場、沖紲・本謬島の一角では、最後の総

仕上げのため、熱気のムソムソたちこめる毎日が統い

ています。昭和四十七年二貝沖縄国際海洋博琴協

会の発足以来、雛、運需面にわたって絖けられて

きた努力の成果が問われようとしているのです。との

小稿では、海洋博の基本的磊元、会静画のあらま

し、主な見どころ等について、簡単にビ招介してみた

いと思います。

,X嚇ノ"」島

沖繩海洋博の見どころ 、

沖繩国際海洋博契本協会
広器長鈴木文彦

箭博琴としての性格上、熊のことか、知れませ

ん。それでも主催国日本を含めて参加国数三十二、国

際機関興非公式参加一、合竺十七という参加数は

特別博としては、史上最大の規模に誓ています。一

方総面積の内四分の一に当る二十五万平方メートルが

海それ自身であるという鄭実は、一世紀以上に及ぶ愽

覧会史上初めてのことで、規模のみならず容の点で

も極めてユニークな愽答とすることができました。

この海轟のテーマ、『海1その望ましい未来』

は、海洋時代といわれる一九七0年代の国際博として

は、正に当を得たものだと思いますし、まして、その

透明度が世界第一級の沖縄の海を舞台にひらかれる行

催としては、打ってつけのテーマだと自讃しています

そして今回の海洋愽は、職後四分の一世紀のながきに

わたって、極めて貫な認環境の下に放置せざるを

得なかった沖縄の社会資木の蚕をこそ憂の路的と

していることを考えるとき、とのテーマは、当然『沖

縄1その望ましい未来』を志向したものであると断

言しても差し支えないと思います。私たち本土に住ん

^いる^々、^、^^^^^つて、^^皿^の^^・^^

福祉の向上を願いながら、その基礎づくりを一挙に推

し進めようというのが、海恐の本当の意義、狙いで

あるということができましょう。

◇海洋博の基本構想

基本的な詣元の内、先ず会期は、昭和五十年七月二

十日から、翌五十一年一月十八日迄、半年問正味百八

十三日間となっていまt。観客動員のパターソとして

は、何といっても憂休み中の七・八のふた月、沖縄で

最、快適なシーズソといわれる十一月穫、それに沖

縄出身で本士で働いている方んの年末年始休暇の時期

これからのシーズソがピークになる、のと思われます

会場はすでに触れたように、沖縄本島の北西部、本

部半島の鮫先準、.面積はおよそ百平方メートルに達

しています。とし0て、五年前の大阪万国愽に比べれ

ば三分の一にしか過ぎませんが、これは一般W会と

は述って、第のテーマに従った展示の条許される
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◇会場計画のあらまし

さて、淫博の会場計画峡亜瀞の島へ沖縄の条

観を鮫大限度に生かしたものといぇ主す。青い海、告

い空、めくるめく太陽、弁よい木蔭をそこここにつ

くる、ソテツ、アダソ、フクギ等亜帯の植物、それ

に美しく咲き乱れるブ】ゲソビリブ、ハイビスカス、

ユウナ等、このようなすばらしい糸観は、沖縄ならで

はの、のといえましょう。海江の会場は、観客が、

このような自然との素朴な触れ合いを思う存分楽Lめ

るように配態されています。つまり、海洋博の基木。ホ

リシーは、自然と人問との朋分を目指し、新たな秩序

を探求することにあるということができると思いま

す。
会場は、海響いに南北四キロ、束西八01四00

メートルの製い 0<"の字型に広がっています。こ

れは、観光ができるだけさまざまな海と接触できるよ

うに考えたからです。また、会鞭成の大きな特徴は

クラスター方式(ぶどぅの房のようた配置方式)を採

用したことです。つまり、施難を四つのプロックに

分けそれぞれブ戸ツクは緑に包み込まれ、その問

『くろし発通』などの綴道路で結ぶ方式をと0てい

ます。こ忠味で、函博の会枇成を。都市型'で

行動する

商工会議所

あ0九とすれぱ、海誓のそれはむしろ人問性の回復

をめざす場としての,村刑才であるといえるでしょ

う0

ユ

◇主な見どころ

さて、海洋愽は、日本政府をはじめ、外国政府、風

際機関、民問企業などが、テーマにそった統一感のあ

るイメージのものに出展します。各。ハビリメンではそ

れぞれ淫開発の成果や未来への実験的なアプ戸ーチ

を試み、個爲、独創的な展示を通じて紹介し、研究

と共に考え、謡し、歓びあうかたちで展開されます

個思的な。ハビリオソが建ち並ぶ会場には、コソピユ

ータで自動運行するニキスポ・ニユーシティカ}(海

洋博KRT)やエキスポ・未来力1 (海洋愽CVS)

静かな住釜口の楽しい未来の乗り物として、海洋 が、
撃初めて実用化されるの、ひとつの魅力となって

います。
また、憩いとくつろぎのひとときを過ごしていただ

くために、各パビリオソ群の周囲には、ニキス求ラソ

ド、海浜公園、タ陽の広場、シーサイド・バザールな

゛、
ノ

どがつくられ、これらの施誰会場のムードをいっそ

う盛り上げています。更に、救急患名のための医療・

悠施設や迷い子、落し物などに対する報サー、ヒス

システムなど、万全の体型整えています。

最後に、催し物としては、開会式(七月十九日)や

ナショナルデーの莱やかなセレモニー、学術シソ。ホジ

ウムや禽展、郷士の祭りや伝統芸能の競馨が、会

場内のそこここで連日のよう緑りひろげられます。

特に大きなものとしては、開会直後の一力月にわたっ

て開^さ^る^^の^那^

壁
『世外淫脊少年大会』

豪快な太7羊横即ヨット

ーレスやダイビソグな

ど、多彩な海洋ス飛ーツ

大会や、対話も試みるイルカショーや一準麗なウォータ

ーショウなど豪華なイベソトがΠ白抑しに並んでい庄

す。
では、全国の・商工会議所メソバーの多くの力々が一

人でも<ホ計に溺いで下さるよう念じながら、ペソを郭

くことに致します。

二
会

議員異動

、
十.

}

関西電力側奈良支店(奈良市大森町四八)では

島卸夫前支憾の転任に作い、新支襄に立花和

夫氏奪任されました。従って島氏の後条員と

して立花氏が兇され立した。

昭和五十年六月二十六日付

、畉

ι、 ゛

、

、'生

、、

繋福相互鑁行奈良支店(奈良市中筋町一)で

は稲石鉄男前支店長の転任に伴い、新支店長に斐

木昇氏が着仟されました。従って稲石氏の後任議

員として焚木氏誕任されました。

昭和五十年七月三日村

、、

L

ーーー W
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販売士(3趣検定試験要項決まる

試験は7月鈴日(水)に実施

ーー. ◇試験場所

小一業に従事し ◇受験資格

ている者あるい

は将氷従斗しよ

うとする者。

但し義務教育終了者

◇受験料一名一四00円

◇試験科目寺叢(弱)、販光技術(印)、商口則匁誠(釦)

販光*務(釦)※カツロ内は試験時冏(分)

その他、向検鴛験については

奈良商工兪所検定係まで

TEL⑳六二三一(代)

当所・H商主催、逓産名・中小企業庁後援にょる販

売士三級検度於器要項がこのほど決まりました。

「販空L とは、その名の示すと船り尖業に従事

する力の資質の向上をはかり、自己啓発を進めること

を目的に、前述関係官庁の協力をうけ、昭和四十八年

度から実施されているものです。

当所では、咋年九月に第一回炎施し、奈良郡内

で九十三名が受験、うち七十七名が合格、販売士とし

て新たな決牙もと郁されています。

あなたも、この機会に、「販売士L の資椛をとって

みませんか。

◇試験日時昭和五十年七月二十三日(水)面接・午

前九竺0分

゛記午後一時(禽一斉)

ス
ユ

二一別●資料一

斤
義 二三口

会

所得税第一期分の納税は

七月三十一日まで

七打は、所鴛第一期分の納税をする月です。一期

分の納税額は、六月中句に税務署から通知され、この

金額を七月一日から七月三十一日までの冏に納めるこ

とになっています。

納期限の七月三十一日に遅れますと延滞税がかかり

ます。延覗は、八月一日から八月三十一日までの期

間は年利七・三%、九月一日からは十四・六%の割合

でかかりますから忘れずに納期限までに納めることが

人切です。

所鴛の予定納税額峡前第の所得金額を基1税

額を計算して税獅署から通知されます。これを予定納

税荒額といい、納期を年三回に分けて、第一期分を

七月三十一日までに、第二期分を十一月三十日までに

残りの三分の一は、翌年の確定巾告爲井して納める

ことになります。しかし、予定納税菴額が五万円米

満の人は、予定納税をしなくてもよいことにな0てい

ますので、予定納税額の通知はされません。

このように、税務業ら通知される予定納税額は、

前年の所得金額を基にして計算されていますので、次

のような事情で税額が減り、予定納税基準額より少な

くなると見込まれるときは。予定納税額の減額の森

の申詰'をすることができ立す。

専門相書貝にょる

相談室開設ノ
.

当所では、△吾貝サービスの一環として器

日程にょり専門墾肇を呪心して船ります。

お気軽にご利用下さい。尚この相談室をご利

用される方堺前(前日でも可)に当所宛ビ

述絡下さい。

月曜日法律相談お・・8t三・・8

相談員は当所顧開介護士と相談の上適当な

弁聖を紹介致します。

水曜日経理・税務相談一三・,gt一五・・零

公認会電・税理士

口島良次氏

木曜日特許相談至・・gt豆・・8

弁理士
蔦田璋子氏

金曜日金融相談石・・gt夫・・8

辻^^^^邑^^=^
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マ璽、休業、重、失美どのために、所鸞額

が前年より減ることにな0たとき。

▽地震、風水害・火災などの災害や盗難、横領にょ

つて財・産に損霄を受けたために所得が減ったり、雑

投控除が受けられることになったとき。

▽本人やその扶業族が病気になり、多額の疑費

を支払ったために医療費控除が受けられることにな

つたとき。

▽景気の変動や読不振のために所得金額が前年よ

り明ら力に減るとき

マ結婚、出生などのために、配僻傑や扶養控除

経営実務セミナー

製品の改良と企業努力 ス

が受けられることになったとき。

マ新たに障*暑・老年者(六十五歳以上)、郷、ま

たは勤労学生に該当することになったために、それ

ぞれの控除が受けられることになったとき、

"予定納税額の減額の鴛の器'をtる人は、六

月三十日現在の状況で本年分の所得金頴を見豬って

計卸した税額にょって。七月十五日'までに「予定

納税額の減額承需葉どを税務署に提出すること

になっています。申請書の用舐は税璃署に備付けて

います。

ユ

商Π艀画(新鷲の開炎製品の改良、罪器の

新用倫発など)の一環として器の改良ということ

が重要視されています。.饗増を期する九めに、こ

の製品改良は常に行われぱなりなせんが、具体的にど

のような方法で行なったらよいか、その考え方と割意

点をあげてみましょう。

製品の改良はいろいろな角度から行われる女品の

改良は①原井関係からの改良、デザイソ面での改良

③讐工程の馨にょる品質向上、④嬰面の改良な

ど、いろいろな伯度から検§れねぱなりません。・商

晶をよりよいものにするため、さらにょり多く死るた

めには、やはり改良ということが大切で、絶えざる努

力が亥晶されるということになります

原材料面からの改良も需要者側の立ち場になって"

製品の改良のうちに原材欝からの改良は璽使用の

原材料より、高級なものを使うことにょる改良、従氷

使用していなかった努料を使用するなどにょって行

われます。しかし、より瓢な原"を使則したから

といって、需、瑞編足を芋えるかといえぱ必ずしも

そうでもありませんから細心の注誌乞払いたいもので

す。逝偸材刈を若下低下させて、価格安などの宗

需要家に歓迎されるということがあります。やはり、

器改良については礬的に判断し玉竿ることが

のぞましいといえましょう。

デザインの改良伝も関心をーデザイソを適切に変更

することにょって、需要増が期待されることもありま

す。それは、デザイソ変更にょって魅力商品となりう

る場介があるからです。例えぱ、カメラ、トースター

テレビなどよい例で、デザイソの改良に努めた結釆、

二
所

義 ニ=旦
会

光り上げがましたというものも少なくありません。と

こで注意したことは、商品デザイソは純粋芸術ではな

いということです。何として、消欝の祭にマッチ

させるということをねらいとすべきでしょう。消費者

の欲求にマツチする商品デザイソは、でさ、機能と

の調和、不必要なデコレーショソの除去などを重占小に

者えられるぶきでしょう。

その他製品改良はついての留意点'原材判からの

器改良、デザイソ関係からの製品改良などの他に、

製造工程を改善して一そうの品質向上をはかることも

ゆるがせにはできません。その他、包装面で何らかの

工夫をして胤改良をはかることも大切でしょう。い

ずれの改良の場合で、安閑としていては不可能なこ

とで、絶えず向上させるという積極精祁をもつことが

よりよい製品改良を生むことになります。改良は、新

製品改良を生むことになります。改良は、新製品の開

発とともに、企業が常に目を向けてはいなけれぱなら

ないことで、その企業努力を統けてこそ蔀祇の向上も

望みうるものといぇましょう。たえず鷲改良には関

心を抱いていた、のです。

会員のひろは

お気がるに投稿を

W

6

木輩は、会員のみなさまの生きた声を反映

させ菰極的に会議所運営に参画していただくた

めに"会員のひろぱ'を洋ることに致しまし

ナ

＼ι、
杉1

一般的な社会、経法問題に対する私見、会議

所に対する希望、題は自ホです。船気世ご寄

稿下さい。

八00字以内 字
投稿先当所「会議所ニユ】スL 器係

な船原則として原稿の返済は致しません。

1
＼

」
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夏期商店巡回相談

日程決まる

グ^^^^の^きた十"を剛くしことをスローガソに

「行動する商工兪所」の一端として企画された夏期

商店巡回相談は今年、鴛日程にょり器することに

よつこ0
この巡回相詮、会辧活動を広く知ってもらうた

め、各商店街の実誓見合0たテーマをとり上げ、各

振興委員の協力をえて器するものである。この機会

にぜひあなた、ご参加下さい。

7

夏季特別融資保証

ユ

奈良県伶経協会では、次の要項で夏奪別融資

縊を器している。船問い合せは、同協会または当

所へ。
マ取扱期間凶昭和五十年五月一日

至昭和五十年七児三十一Π

マ申込資格県内に船いて住所、居所又は事繞を

有し六ケ月以上同一の蜑を継統して

営む中小企誇

▽資金使途那釜の運転資金

マ保証金額二00万円

マ最高限度

▽保証期間六ケ打以内

マ保証料年0 ・八0%

V保証条件縊人二名必要の場介担保要

二

＼y

竜菊 、、 ＼、 ＼

マ

会

テ
所

場

アメリカ・フー、ス・フエスティバル

八月六日から大阪・港会場で

米国食亀者約五十社の訴・加工食品約千品Π

(内新品目約百品)からなる出品にょりアメリカ・ブ

ーズ・フエスティバルが米国農務省海外業局の素

にょり開催される。同局では食品関璽者の多数の来

場を呼びかけている。

日時昭和五十年八月六日1九日

午前十時1午後五時

場所大阪国際見本市港会場・吾ぢ館

冏合せ先
米黒銀館

TEL大阪会西五)五五0八(西野)

当所婦人会

姫路商工会議所婦人クラブと懇談

去る六月十一日、当所婦人会(野村秀子会長)会員

十三名は、姫路商工会需婦人クラプとの親交を深め

るため姫路商工会際を訪れた。

一行は午前中、姫路城、手柄山等市内を見物。正午

より姫路婦人クラプとの合同例会と婁山円教在職

火樹孝啓氏の「くらしの中の修業」と題した雲講演

を叢、次いで婦人会運営等について懇鑒に入り同

日の日程を終了した。

時

学

●、.弔.■

日
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会員談話室はあなたこ

1贄
、

、

一

ゞ.
、

,憩いの場"を提供します

渡

^゛

ト

純

1

1 2 3

W

'

、

待ち合せ・ビジネスにも

会^一^ビル=^階に、^本員の皆^に落^いた^かな^

閉気の中で、ご商談、ご歓鷲ただくための談話室を

設けております。

なお、職員も配置致しておりますのでお気軽にご利

用下さい。 一

1

5
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1北数

A・
B会
議
室

地
階

使

1階3階

9:00~'13:00~^9:00~ 17 ; 00~ 9:00~
12:30 16 ; 30 16:30 21:00 21:00

奈
良
会
議
所

展特
別
会
議
室

3,200

1,800

1,800

1,200

ン」く

'§

中
ホ

4階

3,600

2,000

2,000

1,400

如
1・
号
会
議
室

402号
会
議
室 ノレ

使

{

般

6,800

3,800

3,800

2,600

403 号
会
議
室

3,600

8,400

4,600

4,600

2,900

12,000

フ
,900

5,200

51辨

大
ホ

501号
会
議
室

5 400

2,800

2,800

2,000

、
'、

4,000

9,200

5,000

5,000

3,100

13,000

8,600

5,700
502号

会
議
室 ノレ

11,000

6,000

6,000

4,500

36,000

12,000

27,000

15,000

15,000

10,000

40,000

25,000

17,000

9
:
0
0
~
 
1
3
:
0
0
~
 
9
:
0
0
~
 
1
7
:
0
0
~
9
:
0
0
~

1
2
:
3
0
 
1
6
:
3
0
 
1
6
:
3
0
 
2
1
:
0
0
 
2
1
:
0
0

1栴二与'

フ
.600

17,600

9,600

9,600

6,000

25,000

]6,500

10,900

(単
位
円
)

2,700

1,500

],500

1,000

士
曜
日
の
午
後
、
日
1燿
、
祭
日
は
上
記
料
金
の
2割
増
と
す
る
。

冷
暖
房
時
は
2割
増
と
す
る
。

営
利
を
目
的
と
し
た
使
用
は
郡
剖
増
と
す
る
。

5,500

13,000

フ
,200

フ
,200

4,500

18,000

12,000

フ
,900

3,000

1,700

1,700

1,200

昭
和
50年

7月
10日

(毎
月
1回
10日

発
行
)

エ
ニ
1

貝

5,700

3,200

3,200

2,200

3,000

フ
,000

3,800

3,800

2,300

10,000

6,600

4,400

4,500

2,500

2,500

1,700

3,400

フ
,700

4,200

4,200

2,600

11,000

フ
,200

4,800

9,000

5,000

5,000

3,500

30,000

10,000

23,000

12,600

12,600

8,000

33,000

21,000

14,000

'
,
'
鵬

6,400

14,700

8,000

8,000

4,900

21,000

13,800

9,200

*
,
^

4,600

11,000

6,000

6,000

3,700

15,000

10,000

6,600

ゆ
っ
た
り
し
た
雰
卵
気
の
談
話
生

、途

、
W"

"゛
'^

超
過
1噛
・
間
以
内
4害
Ⅲ
普
、
 1時
問
以
上
2時

間
以
内
6割
増
、
 2時
問
以
上
10割
増
と
す
る

休
i品
の
使
用
に
つ
い
て
は
別
に
定
め
る
。

^
.".'
^
4

Ct、

.

^
ユ

、
用
料
金
表

後
昼

定
貝

室
名

^ 4§
 1筵

賃
ミ

B
会
議
室

C
会
議
室

^
'

ー
ス

^'゛
,.
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部
会

商
小

社

ノノ

フ」、

ノノ

モ

屋

ノノ

紹

西

名

酒

ノノ

竹
村
電
気
鵠

ト

1_1 1

商
卸

r
l

洋

代
表
者
名
所

介

1'」]

笹
山
理
一

玉
識
寿
彦

西
山
克
行

竹
村
繁
治

商
崎
勇

U本恵
一
郊

荒
木
直
治

錦
泰
造

三
木
佳
節

丸
山
泰
雄

千而1」1利三
郎

奥
村
信
一

小
嶋
敏
明

吉
村
磊
範

和
田
哨
夫

近
藤
秀
美

恩
田
正
蛾

中
川
公
男

日
浦
巌

ノノ

崎
鐘

服

オ

ノノ

支
社
営
業
部
奈
良
営
業
所 店

工
業

奈
良
市
劇
町
3600
-
1
2
3

奈
良

奈
良
鍋
材
側

打

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
＼

在

奈
良
市
西
大
寺
北
町

1
-
2
8
1
-
1

ノノ

ア
ー
ト
・
ス
リ

観
光

繊
雜

醸
造

奈
良
市
西
大
寺

国
見
町
1-1-108

地

大
阪
金
属
商
会

奈
良
市
南
永
井
町
405

東
急
観
光
鵠
奈
良
営
業
所

業

議
所

チ而

奈
良
市
古
市
南
町

酒
類
、
調
味
判
阪

ワ
ー
ク

狄
川

奈
良
市
登
大
路
町
36

大
和
ビ
ル
3F

奈
良
市
大
宮
町

4丁
目
459-1

山

4,i1ゾ●隣羊品販 種

ノノ

小
嶋
油
煙
製
造
所

縫

洋
品
、
紳
士
』
脚
坂

建
設

岩
谷
産
業
働
近
畿

鮒
和

酒
造
鵠

工

T
E
L

ユ

奈
良
市
南
京
終
町

フ
-526-1

側
和

ノノ

西i

和
洋
生
英
子
製
・
卸

@1656

4ヲフ301

qヲフ339

⑳
0861

⑳
8684

⑳
2320

交
通

奈
良
市
法
蓮
呉
竹
町

154の
64

近

1;ιミ

.

奈
良
市
大
宮
町1-
1
-
1

ス

itf l
」
包

奈
良
オ
ー
ツ
タ
イ
ヤ
4凋

ノノ

藤

ノ
、1-1

奈
良
市
秋
篠
梅
ケ
丘

町
1031-35

タ
イ
ヤ
サ
ー
ビ
ス
奈
良
販

売
鵠
奈
良
営
業
店

ノノ

商
社

奈
良
市
下
狭
川
町
508

五
T-.
1{L

般
鋼
材
販

版
下
製
作

奈
良
市
柏
木
町

メ、

奈
良
市
下
三
条
町
35

旅
行
あ
っ
旋

昭
和
50年
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10日
(毎
月
1回
10日
発
行
)

奈
良
市
押
熊
町471の

1

@2266

⑳
0488

乏今0369

⑳
2371

@5957

゛す0172

⑳
如
18

⑳
郭
78

⑬
1000

φ
ヲ
6826

⑳
7904

⑳
8551

@12郭

縫

奈
良
市
芝
辻
町1・
-4の
2

醸

600

工

秀
紅
逝
行
北
川
卸
町48
-
1

製
墨
原
料
製
造

建
設

奈
良
市
大
安
寺
町
929の

5

榮

輪
入
品
取
扱

奈
良
市
東
九
条
岡
'

621の
3

、
/E

ユ
巳

士
木
建
築
・
設
計

光
商

電
気
Π
二
小
1肖
fl

タ
イ
ヤ
販
ず
■
修
理

タ
イ
ヤ
・
チ
ュ
ー
フ

ゴ
ム
エ
業
用
品
阪

楽
器
の
送
、
修
理

^^

稔日

工
芸

楽
暴
保
陣
側

1
1
 
9
 
8

日
日
日

1
6
 
1
3

日
日

、"岫."1

9

(五月t六月)

5月部冊◇副会頭兪開催(於当所)◇金鼎査会

実施(谷所)◇交通器雲宗会開催

(出席十二名、於誘)

部日◇税務指霊絡協議系会に出席(小系

務昼、於備会館)

認日◇ユニード送迎バスに関tる聖器(仲

野、深水、円等各指導員)

即日◇玉讐W (出席七名、於轟)◇商

業小光部命事会(十名、於当所)◇昭和

五十年龜帳指諧関する打合せ会に鸞

(坊、件野各指導員、於合同庁▲巳

^H ^^^^^^^^^^^^一^^^^^^^

長、於奈良ホテル)

6月2日◇副会頭会需催(於俳)◇会鯲運製

貝命催(出席十名、釜所)

3日◇建輪会傑(出席二十五名、於俳)

◇労改監査

4打◇黎創地価究命催(出席五名、於当

所)

5日◇胤念協議会に出席(小谷事務局長、

倫人会館)

6H ◇当確人会役員会開催(絵所)

7Π◇」醜小光部念麥開催(出席十三名、

於当所)

◇第四十二回癒記検定叢器(受験者数

二百名、於奈良商業高箪校)

◇副会頭会需催(於当所)◇器継統指

遵実施(相談件数二十一件、於当所)

◇会鯨管理小委員会開催(欝七名、釜

所)◇金馨査会実施(於当所)◇当欝

人今姫路商工会僻婦人会との交流懇親

会開催(出席十三名)

◇交通運翻会宗会開催(出N名、於

当所)◇商業謀命備委員会開催(出

席六名、於当所)◇第一回懲山指導員研

修会に出席(付野、波辺、石田、西村、深

水各指遵員、於街会館)

◇奈良県観光士産品公正取川協零試員審

査会開催(於当所)

◇税務指導連結繋会運営委貝会に出席

(件野謹員出席、於合同響)◇製頭

会需催(於当所)

◇卸団地見学会開催(出嵯名、強橋他 リΠ

ニカ所卸セソター)◇謬盆誥欝開催

(出席六十名、需・森本正樹氏)

◇当所監査(阪円小山腰水)◇全畏 玲日

光土産品公取協委員芸に出席(西村指遵

員、於東京)◇経済政徐会長合同会議開

(出席十名、於当所) 崔

即Π◇織部会幹事倫催(出席十一名、於山二

所)

二
会

1
貝

器取
気工
f女

議所日誌

タ
メ江

スカ
レ没

ル機

こ

古

十レ

{呈

田

*

1
.]J
コ



お詫び先児号(第釘号)にて、癖需座非会

員受講料- 0、 000円とありましたのは三、 00

0円綴りです。お詫びして訂正いたします。
5

有有

の

人上
即以

会

有有有右

験

市
良通
奈

」一三三三三三=三三仁三三三三三三三三一=

Ⅲ

消叩息

時日
5祝
~・

時曜 0」日

市
良通良通

奈奈

=三主三三三三三三三三三三三三三三三=

時日
5祝

~・
時曜

◇代表者変更

日の丸交通側

新谷口日出雄旧北浦

⑪生駒商奉

術幸二郎 新生駒弘旧

◇社名変更

旧寺田精肉店 新大祥食品卿

新奈良百貨店配送側旧畔阪奈淫鵠

◇住所変更

中川建材店

新奈良市西大寺北四丁H四1七

旧奈良市西大寺北一丁目

お知らせ

市

時日
5祝

~・
時曜 9

日

Ⅷ

9日

1

時日
5祝
~・

時曜

係製ユ

業属ヅ

ゞ金サ 営(

2
男

9日

3

.一
ノ」

1

4
子

/t /}{、/、イイ

5

、」})
企業短信

1

、いそかわ奈良店開店まじか

かねてょり、小西町に建設を進めてきた鵠いそか一

(1社長・磯川努N)奈良店がこのほど開店の わ
運びとなった。

ノ

新装なった奈良店は三階立てで、一階は食鬻、

日用品、二階は喫茶、軽食のテナントが入ることに

ク企
ラ伝
ト宣)

ス(務

ソ一事

イタ画

2
女

イノノー、

有有有

3

一なっている。 tく(

4

ー)ーーーーー}

子
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認
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薬
剤
師
免
許
48.5

奈
良

ガナ=」才口

承
七

さ
八
月

い
月
第

0
と
ー

都
水
<Ⅷ
1日

こよ
に
り
実

中
施

止
し
さ
て

せ
船

て
り
い
ま
た
す
だ
定
き
例

ま
税

す
務゜相
ご
談

了
は

あ
な
た
の
企
業
に
こ
の
人
を
.グ

求
職
者

、"゛

議
所

下
記
の
求
職
者
が
奈
良
公
共
職
業
安
定
所
に
申
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
雇
用
を
希
望
さ
れ
る
事
業
所
は
職
業
安
定
所
紹

介
係
ま
で
お
問
わ
せ
下
さ
い
。

性
別
 NO、

職
種
年
齢
経

一
般
事
務

一
般
事
務

溶
接
工

65

昭
和
50年

7月
10日

(毎
月
1回
10日

発
行
)

渉
外
関
係

弓
珂
努
ほ
か

66
庶
務
係
水
務

58

和
食
調
理
士

手
取
賃
金

(児
収
)

36年

溶
接
工

35

保
健
婦

100,000円

金
属
製
サ
ッ
シ
ュ

営
業
係
 7年

妬

イ
ソ
テ
リ
フ

デ
ザ
イ
ナ
ー

勤
務
時
問

(休
日
)

100,000円

和
食
調
理
 20年

9.00~5.00
(日
曜
)

26

薬
剤
師

100,000円

勤弱 L地模

9.00~5.00
(日
曜
)

28

200,000円

9.00~5.00
(肌
樹

通

【
区
内
通

岬ぐ 1大」
通

県
内
外

通

県
内
外
通

カ
メ
ラ
マ
ソ

助
手

24

140,000円

9年

住
所

9.00~5.00
(田
蚕
)

総
合
病
院
 2年

1卯
人

以
上

30人
以
上

28

100,000円

70,000円

80,000円

80,000円

70,000円

10年

配
偶
者

の有仰上 6月
19日

掲
載
分

問
不(週

1回
)

奈
良
市

奈
良
市

奈
良
市

奈
良
市

生
駒
市

28

学
歴

仰舌

50人
以
上

10人
以
上

義
務
卒

10

資
格

義
務
卒

義
務
卒

9時
~5時

(日
曜
・
祝
日
)

奈
良
市
通

不
問
奈
良
市

奈
良
市

奈
良
市

奈
良
市

奈
良
市

不
問

不
問

義
務
卒

奈
良
市
通

不
問

保
健
婦
免
許
46.4

不
問

情
報

ニ
ュ
ー
ス

希
望

高
卒

岬
ぐ
り
]

本
人
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電
気
は
み
ん
な
の
も
の

大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う

0
外

内
国

特
許
・
実
用
新
案
・
育
、
匠
・
商
標

出
願
・
審
判
・
鑑
定
・
相
談
・
侵
害
事
件
・
訴
訟

(奈
良
商
工
会
議
所
中
小
企
業
相
談
所
顧
問
・
相
談
日
・
木
曜
日
)

ツ
タ
タ

関
西
電
力
(株
)奈
良
支
店 奈

蔦
田
内
外
国
特
許
事
務
所

良
議
所

弁
理
士
理
士
区
瓦
町
2
丁
目
9
番

大
阪

了
j 、

(堺
筋
本
町
北
へ
20om東

側
)ハ
ラ
ダ
ビ
ル
8

話
大
阪
(06) 227-郭

35~5537
電

商
機
を
つ
か
む
1

随
夕
の
ビ
ジ
ネ
ス
'

55金
以
上

同
宿
舎

ユ

'世
;治

レンタをご利用ください。
ト
ヨ
可
レ
ユ
可
リ
ー
ス
奈
良

あ
な
た
の
企
業
の
社
宅
は

住
宅
公
団
の
特
定
分
譲
住
宅
で

7月
1日
~ 9月

30日
申
込
受
付
期
間

ス

)

昭
和
50年

7月
10日

(毎
月
1回
10日

発
行
)

建
設
敷
地
は
申
込
老
で
準
備
し
て
い
た
だ
き
、
建
設
は
当
公
団
が
・
行
い
ま
す
。

一
定
の
公
及
1資
金
を
建
設
費
に
充
当
し
、
 15年

又
は
20年

(年
利
9.4%)の

長
翔
1列
賦

返
済
で
す
。
な
お
、
譯
剤
Ⅲ
こ
つ
い
て
は
、
当
公
団
に
御
相
談
く
だ
さ
い

昭
和
50年
度
基
凖
工
張
狩
(公
団
資
金
を
充
当
で
き
る
限
度
)

必
製
な
と
さ
、
.必
蟹
む
Ⅲ
が
、
ス
グ
そ
ろ
い
ま
'北

前
】
約
闘
代
に
ひ
し
コ
た
1)の
介
理
的
む
シ
ス
テ
1、

寅
"で
も
足
非
ご
検
;Kだ

き
い
、

お
問
い
介
わ
せ
は
・
・
・
・
・
・
昏
0742(26)2223

種

畍"眺 1

1量
幅
の
ネ
リ
ト
ワ
ー
,

奈
良
営
業
所
奈
良
市
杉
ケ
町
30 含

0742(26)2223

^

単
身
者
共

井
殊
基
礎

レニ,与・リース

植栽、圈地設備1

年
9.4% 1

施
※
施
設
と
は
住
宅
等
に
併
設
さ
れ
る
店
舗
、
事
務
所
等
の
こ
と
で
す

双

単
価

1戸
当

1人
当

1戸
当

1人
当

中
小
企
業
等

4,980,000
5,150,000

2,000,000
向

<現
代
の
プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
>

近
電
工
は
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